
自治事務 法定受託事務

■職員■一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

関係機関との調整業務

都市計画道路の整備

測量設計、物件調査業務

決算額

国支出金

執行体制

都市計画費

一般会計

項 目

作成日

細事業名

原郷上野台線整備事業

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

584,300,000

・工事の実施・負担金 ・工事の実施・負担金

1,418,319,000

1,939,851,398

1,675,238,000 2,354,203,000

459,899,680

431,640,000

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

1,180,467,754 138,469,871

12,906,074 13,136,671

1.64

事務事業評価表
１．基本事項

1.64 1.67

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

北通り線整備事業

街路整備事業費 北通り線整備事業

市街地内の渋滞解消や交通利便性等の向上のため。

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

用地買収及び物件移転が完了した箇所の道路整備工事を行う。

成果
※何を求めるか

市民の快適かつ安全な交通環境を確保する。

一般会計

中項目 2 交通アクセスの便利なまちづくり

885,800,000

事務事業

1

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

1,246,624,000

123,362,000 0

0

街路整備事業費

区分

大項目

小項目

5

都市計画道路整備事業は、市内の骨格となる都市計画道路の整備を行うものである。

県支出金 0 0 0 0

土木費

街路整備事業費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

877,392,000

都市計画費

土木費 都市計画費

都市計画道路

0

1,432,560,459

14,241,459

1.67

125,333,200

714,500,000

125,333,200

令和5年度 令和6年度

1,953,582,541

13,731,143

令和07年06月16日(月)

令和9年度

都市計画法、道路法

■ □

347,959,398 100,879,000

道路河川課 担当係 幹線道路整備係 管理番号 49211都市計画道路整備事業

快適で利便性の高いまち

道路・交通環境整備の推進

令和7年度

土木費

1,167,561,680

・工事の実施・負担金

担当課

令和4年度

0

1,939,851,398

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

原郷上野台線工事換算延長

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

都市計画道路改良率 目標値

実績値

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

　

成果指標１

単
位

ｍ

実績値の算出式

実績値

61.45 62.33 62.78 63.24

目標値

令和
9年度

原郷上野台線整備事業において、JR施行の鉄道下本体工が完了した。ま
た、後続のアプローチ工事は施工会社と密に連携をとり、計画工程どおり
進捗している。

実績値の算出式

61.87 62.49 62.96

　

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 幹線道路整備係　若杉　剛

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

原郷上野台線整備事業において、アプローチ工事で受発注者間情報共有シ
ステムを活用することにより、工事書類等の紙ベースのやり取りが電子化
され、整理や管理などの業務が効率的に執行できている。

A

A

原郷上野台線整備事業は令和９年度上期の開通を目指し予定どおり進んで
おり、都市計画道路改良率についても、目標を達成することができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 幹線道路整備係　若杉　剛

317.64 397.05 423.52 449.99

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

238.23

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

事業計画に基づく年度毎の工事換算延長　/　年度毎の工事実施換算延長

　

令和
7年度

令和
8年度

476.46

238.23

64.1563.69
％

238.23

過去５年間の伸び率の平均値を加算　/　都市計画現況調査の道路基本調書

397.05


